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高 畑  
◆パネルディスカッション 

進取の精神に富んで、新たな大阪発のことを先人

がやられたということについて、堀井さんの方からい

ろいろお話がありましたが、私は特に元禄寿司さんの

話がすごく好きで、元禄寿司発祥の地である東大阪

の布施を訪ねたこともありました。 

 

「開発途上国の人材育成支援拠点 

関西の実現可能性を探る」 

 
 また、堀井さんの話のなかで商人の方が利を求め

すぎて、徳というか、義をなくしたという話がありました

が、そうは言いながらも大阪には進取の精神が脈々

と流れていて、それが新しいモノづくりのほうにも行っ

たのではないかな、という感じがしております。大阪

の産業創造館に企業家ミュージアムというのがありま

す。そこで紹介されている１００人の方々の半数ぐら

いの方々は、大阪の人ではなく地方から来られてい

たということに驚きました。例えば、シャープの早川さ

んも、東京大震災から逃れてきて、大阪で起業され、

成功された方だと聞いております。外から来た人が関

西に定着して関西を造るという精神が、アジアとのお

付き合いのなかで、脈々と流れているのではないか

なという気がいたします。実は私は東京の人間でして、

東京から見た大阪というのを、１年半、いろいろと考

えているのですが、関西はアジアの人をずいぶん受

け入れておられます。関西は貿易額を見ても、アジ

アとの関連が日本の中で高いところですから、これか

らも益々アジアとの関係において核になっていく場

所であると思います。そして、単に経済的な核だけで

なく、もっと精神的な核となるようなものが必要じゃな

いかなという感じがいたします。下妻関経連会長が

言われてましたが、アジア太平洋研究所を開発中の

北ヤードに建てようという構想がありますが、なかなか

良い構想だと個人的には思っています。 

 
コーディネーター  

大阪大学の高阪です。早いもので４回目ということ

になりますが、このシンポジウムは、大阪を中心とす

る関西の強みと特色を再認識したうえで、アジアとの

大交流時代を迎えて、アジアの開発途上国の人材

育成支援拠点、人材交流拠点としての関西の実現

に向けて議論をしていきたいというのが趣旨です。先

ほど堀井さんのご講演のなかで人づくりということと、

それから大きな歴史のなかでの関西、あるいは大阪

の発展の流れというのを勉強したわけですが、人づく

りということを、これから将来に向けて、どういうふうに

考えていくか。こういうことについて、これから５時半ぐ

らいまで、２時間半ぐらいですが、議論をしていきた

いと思っています。 

せっかく、こうやってお集まりいただいていますの

で、いろんな立場からのお話を伺っていきたいと思っ

ております。私自身も、堀井さんのお話から、いろい

ろ啓発されましたので、いろんなことを考えていきた

いと思っています。やり方として、まず、最初に講演

者を除く４人のパネリストの方から、それぞれのいまの

持ち場、あるいはご自分のお考えといったことろから、

今後の人づくりということに関してお話をしていただ

いて、そのなかで、それぞれの方が、講演者の方か

ら、受けた刺激についてもコメントがあると思いますの

で、それをお話していただく。そして堀井さんに、そ

れを受けて、リジョインダーと言いますか、お答えいた

だいて、それを、まず、皮切りとしたいと思います。順

番として、お隣のほうから、最初に経済産業省の高畑

さんから、各自１０分ということで、なるべく時間をお守

りいただくと、あとあと私が司会をやりやすいので、よ

ろしくお願いします。 

戦前、中国の孫文が神戸に来られた訳ですが、神

戸は元々、中国の方が多いということがあるかもしれ

ませんが、東京には行かずに神戸に来られたことが

意味深いことであります。すなわち、東京は首都であ

り、かつ政治的中枢のため、複雑な対外的関係など、

諸般の事情により受け入れられない事もあり得ます。

そういう場合には、関西の重要な役割が見えてくるの

ではないでしょうか。アジア太平洋研究所がアジアの

人たちの拠り所になり、また、関西の人たちにとって 
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も拠り所になるようなものになってもらえればいいなと

いう気がします。すなわち、求心力になるような場所

になってもらいたいと思います。ここまでは堀井さん

のご講演を聞いて感じたことです。 

経済産業省本省では、１９年度からアジア人財構

想という、アジアから来られている留学生の方々を対

象に国、企業、大学が連携してカリキュラムをつくり、

２年間ぐらい研修した後、企業に就職してもらうという

事業を開始しております。これは、国費留学生を対

象にする高度専門留学生育成と、それ以外の人を対

象とする高度実践留学生育成の２つに分かれますが、

関西においては、全体の６００人のうち、１６０人を占

めております。 

人材育成拠点としての関西ということですが、いま

経済産業省及び近畿経済産業局が行っている海外

人材育成、とくにアジアに関連することについて現状

をお話したいと思います。人材育成と言いましても、

われわれが目指しているのは高度人材育成です。企

業の中で、経営者として働ける人材を育成しようとい

う事業です。すなわち幹部社員、経営を任せられる

人の育成ということです。この背景となりますのは、日

本における少子高齢化の進展です。人口の減少は、

経済規模の縮小をもたらしますし、経営の中枢にな

る人材の不足をもたらします。 

もう一つ、局のミッションとして、優秀な人材をどうし

たらもっとうまく採用できるか、あるいは、今後、そのよ

うな人材を企業に長期間定着させていくにはどうす

ればいいのだろうか、というようなことを調査研究して

おります。採用段階で、どのような条件を相手に明示

すればいいか、あるいは企業への定着のインセンテ

ィブとして、一番重要なのは正しい評価だと思います

が、その評価をどのようにすればいいのか、給料の

面においては、待遇の面はどうすればいいのか等々、

いろいろ考えられるのですが、そういったものを１つ

ずつクリアしていって、皆さんの前に、こういう具合に

すればうまく優秀な人材を確保できるのではないかと

いう、いわゆるモデル事業というか、例示みたいなも

のを示したいと思います。外国の方々を雇う時のノウ

ハウを示し、特に中小企業の方々に、そういった優秀

な人材を獲得して頂き、そのような人材を使って海外

に事業展開をして頂く際のサポートになればと思って

います。 

今ご存知のように経済連携ということで、ＦＴＡ、ＥＰ

Ａというのが、各国間で盛んに結ばれています。とく

に昨年１１月ですが、アセアンと日本との経済連携が

合意されたことは非常に大きい意味があります。と言

いますのは、いまアセアンを核として、中国、韓国、イ

ンド、オーストラリア間で経済連携が進みつつあり、こ

れらが実現すれば東アジアに大きな経済圏が構築さ

れる可能性があります。東アジアは世界の経済成長

力センターと言われ、高い成長力が見込まれるところ

であります。その東アジアにおいて、元々、日本は家

電をはじめとして、多くの企業がかなり前からアジア

には進出していますから、その意味では、既に経済

システムとしてアジア経済の中にビルトインされてい

る形になっています。そういう状況の中では、日本は

アジアの成長とともに一緒に成長しなければならない

ということになります。 

 

コーディネーター  

立命館の肥塚さん、どうぞ。大学の立場からです

かね。人づくりについてお話を。 

そういう背景があることを前提として、日本国内の

少子化の現状を直視し、アジアとの共生ということを

考えれば、やはり、これは外国の方の力を日本が取

り入れていかなければ、日本の成長が期待できない

ことになります。現在、人材交流という言葉があります

が、実際は人材交流どころではなくて、優秀な人材を

いかにして確保するかという時代になりつつあります。

自分たちで確保し、自分たちで育てていかなければ

ならないという時代になっています。 

 

肥 塚  

先ほどの堀井理事長のお話のなかで、ブランドと

いう話がありまして、アジアの話は後半にさせていた

だいて、ブランドということで、私ども立命館大学は、

関西の大学のなかでは、全国から、これは日本の話

ですが、全国から学生がきています。関西エリアから

受験生が約５万、関西以外から約５万ということで、

関西の中では最も全国型の大学でして、そういうこと
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は戦後一貫しているんですが、この構造は特色とし

て生かしていきたいと思っていますし、いま首都圏の

高校生に、もっと来てほしいと思っております。これは

少子高齢化という話がありましたが、首都圏に若い人

が多いんです。首都圏の人口が、日本の１／４ぐらい

ですが、若年人口は３割ぐらいいます。 

全国型の立命館としては、この首都圏を無視でき

ないということで、若い人がどう考えているか。それか

ら大学への入学に非常に強い影響力があるお母さ

ん方が、どう考えているかと。このことを最近相当大が

かりな調査を首都圏で、とくに東京中心でしました。

そうしますと、立命館は京都と滋賀にありますが、京

都は来てもいいけれど、大阪、あるいは関西というこ

とになると、若い人は、行きたがらないし、親は行か

せたいと思っていないという非常にはっきりした結果

が出ています。これは色々な理由があるんですが、

首都圏に大学が、たくさんあるからというもっともな理

由があるんですが、もう１つは関西に行って、関西の

イメージで、若い人は圧倒的に、吉本さんのイメージ

があります。しかし、吉本のある関西、大阪で、大学

生活を送るということはイメージ出来ない。このことは、

もちろん吉本興業には全く責任がなく、大学などの

高等教育機関の活動の不十分性を示しているので

すが、同時に非常に深刻な問題だとも思っています。

ちなみに、私どもは吉本興業にインターシップを受け

入れていただいたりして、これまでたいへんお世話に

はなっております。 

そういう点で、先ほど文化、産業プラットホームの

関係図というところで、文化プラットホームの話をされ

ましたが。関西、あるいは大阪、上方というのは、京、

大阪の両方を含むそうですが。大阪にやはり、すば

らしい文化がきちっとあるということを、もっと示してい

く必要があると私どもは考えています。そういう点では、

いま立命館として、日本文化、あるいは京都の文化と

いうことを前面に押し出した形で、いろんなことをして

いるんですが、これについては上方ということも含め

て、やはり、立命館、この関西にあることを考えていく

必要があると思っているところです。 

ところでアジアとの関係、途上国の人材育成という

ことで、どういう取り組みが、大学として求められるか

ということですが、私のお配りした資料は参考というこ

とで、これに基づいてしゃべる気はないんですが、一

番、最後の７ページを見ていただければと思います。

いま高畑さんが言われたアジア人財構想のことを、

立命館として、こういう形でさせていただいているとい

うものです。立命館は実践的ＩＴマネジメント人材育

成ということで、このアジア人財構想の資金をいただ

いています。まさに大学と企業が、密接に連携したな

かで、留学生を育成していくということが、たいへん重

要かなと、このように考えています。それから関西で、

アジア太平洋研究所という話が、最近、報道されたわ

けですが、立命館は、立命館アジア太平洋大学とい

う大学を大分県につくりました。それで２０００年に開

催しました。私はこのプロジェクトを最初の方から関

わっていまして、現在２６００名ほどの留学生、（国際

学生）が、います。世界から、８０数カ国から学生が来

ていまして、日本語と英語で教育を行なっています

が、企業から求められる人材ということで言いますと、

日本語は当然、出来てほしいけれど、英語はやはり

出来てほしいし、母国語ができる人材です。そういうト

リリンガルの人材が、グローバル時代の企業におい

ては必要だといいことが言われているかなということ

で、こういう取り組みをさせていただいています。あと

その前のページ、また、後で見ていただければと思う

んですが、とにかくアジアで高等教育が急激に進展

している。大学がどんどん発展しています。もちろん、

非常に高いレベルから、かなりプリミテイブと言いまし

ょうか、ものすごい差がありますが、そういうアジアで、

高等教育はものすごい勢いで、成長、発展している

なかで、その途上国から来ていただく若い人に、何を

持ち帰っていただくのかということが、問われている

のかなと。 

そのときに、関西、あるいは大阪で、そういう人材

育成拠点ということが、非常に重要で、来ていただく

ということですが、連携のなかで、それをしていくと。

連携ということになると、私たちもアジア各国に、そう

いう意味では、拠点づくりと言いましょうか。その人材

育成の拠点を作る。あるいは向こうの大学と協力する

というような、そういうスキームのなかで、ここが拠点化

していくことが可能かと。そのときに、やはり、日本の
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モノづくりというのは、たいへん、途上国の若い人た

ちにとって、持ち帰っていただくにふさわしいもので

あると思っています。それを、どう伝えるかというときに、

単に来ていただくだけじゃなくて、向こうに、われわれ

が拠点をつくったり、向こうの大学に協力したり、連携

をしたりというような、そういう連携のなかで、途上国

の人材を育成していくということを、今後、考えていか

なければならないと思いまして、ささやかなことですが、

ハノイで、私たち立命館は慶應義塾大学と組んで、Ｉ

Ｔ人材の育成をさせていただいたり、それからインド

ネシアの官僚の方に大学院に来ていただいたり、マ

レーシアに大学をつくるご協力、これはＰＲＥＸさんと

も、いろんなご相談をさせていただいたりするんです

が、こういうことを、もっと全面的に展開をしていくなか

で、人材の育成拠点になれるのかなと思っておりま

す。 

 

コーディネーター  

それでは杉本さん、お願いします。 

 

杉 本  

いまＰＲＥＸのシニア専門家としてお世話になって

おります。きょう、ＰＲＥＸの、こういった人材拠点という

使命のなかで、シニア専門家というものの立場、ある

いは位置づけ、こういったことを私の経験を中心にお

話をさせていただきます。ＰＲＥＸには以前から、関心

を持っていまして、引退をしたら、そういった活動もし

てみたいなと思っていました。私は若いときに、途上

国、インドネシアで５年半ほど合弁会社に出向してお

りました。いろいろインドネシアの人との付き合いを通

じまして、途上国への愛着でありますとか、あるいは、

そういった人々との交流というものの必要性というもの

を企業の損益を離れて、一度やってみたいという気

持ちがあったのが背景にあります。 

実際に、シニア専門家として、活動をさせていただ

いて、びっくりしたのは、中央アジアまで、太平洋だと

いうことで、それはともかく、ＰＲＥＸさんのご紹介で、２

００５年に、ＪＩＣＡのミッションで、中央アジア４カ国（カ

ザフスタン、キルギスタン、タジキスタン、ウズベキスタ

ン）へセミナーの講師として参加したわけです。最初

に行きましたタジキスタンの大統領府を表敬訪問しま

したところ、そのときには大統領の経済顧問という方

が、私名刺を見て「あっＰＲＥＸか、私もお世話になっ

ているんだ。いまも非常に役に立っている」とおっしゃ

いまして、その後、いろいろお聞きしますと、そういっ

た中央アジアの政府の要人にＰＲＥＸの研修に参加

したＯＢの方がおられる。ＰＲＥＸの知名度というのが、

非常に途上国で高い。逆に日本では、なかなかＰＲＥ

Ｘと言っても、ちょっと、わからない。太平洋人材セン

ターと言って、いろいろ説明するとわかっていただけ

る。 

こういう組織というのは、大阪にしかなく関東にはな

い。東京にいる私の友達のなかには、この話を聞い

て、そういうことをやってみたいけれど、何かできない

かな、とかいう方もありますし、逆にＪＩＣＡさん、あるい

はＪＩＣＡさんの協力団体で、そういった人を探してい

るんだけど、なかなか関東では難しく、関西では、どう

いうふうにシニア専門家を活用していらっしゃるのか

な、という質問を受けたりすることもございます。いず

れにいたしましても、シニアということで、時間的には

余裕がある。それと、やはり、過去の体験に裏付けさ

れたものが、少しでも社会に還元できて、お役に立て

ればいいかなと、こんな気持ちでやらせていただい

ているわけです。 

そういった活動を通じまして、冒頭に堀井理事長

のほうから、様々なアジアとの結びつきという話があ

ったんですが、私も、いろいろ研修のときに、途上国

の方々とお話をする。それからまた他にも日本国内

で、ベンチャー企業のお手伝いもしているわけです

が、そういった現場で、いろんな問題があります。とく

に最近、先ほどお話が出ましたＣＳＲでありますとか、

あるいはコンプライアンスとか、コーポレート・ガバナ

ンスとか、カタカナで、そういった企業倫理の問題が

しょっちゅう出てくるわけですが、きょう、堀井理事長

の話を聞いて、目から鱗と言いますか。何も、そんな

アメリカのカタカナを輸入しなくても、ちゃんと大阪に

は、そうした戦略といったものがあったんだなというこ

とを、あらためて認識しました。播桃の話は、ちょっと

聞いたことがあるんですが、心学で、そこまでＣＳＲの

重要性というものが究められていた事を、きょうあらた
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めて認識させて頂きました。それと、拝金主義という

言葉が出たんですが、これは大阪に限らないかもし

れませんが、関西の実業家のなかには、私財を拠出

して、いろんなものに協力しておられる方があります。

私の身辺に関わることで恐縮ですが、例えば昨年の

シンポジウムでも話がありましたように、現在大阪大

学の外国語学部になっている大阪外大の前身の大

阪外国語学校というのは、大正１０年ですか、林蝶子

さんという女性の実業家が、当時のおカネで１００万

円寄付されてできております。当時の百万円がピンと

こなかったんですが、調べるとおよそ４０億円なんで

す。４０億円というのは、個人で、いくらお金持ちでも

お出しになるというのは、非常に特異なことではない

か。もう１つ例がありまして、ちょっと前後するのです

が、先ほどお話が出ました綿業クラブに、これも私の

出身で恐縮なんですが、当時、東洋紡の専務で岡

恒夫という方が、やはり１００万円を出しておられるん

です。他にもプラス５０万円ほどの寄付がありそれで

綿業会館が建設されました。やはり、個人単位で４０

億円というおカネを、よく出せるんだなということで、

びっくりしたような次第です。そういったいわゆる、社

会還元ということが、もうすでに実施されており、いわ

ゆる最近の言葉で、ステーク・ホルダーとの良き関係

であるとか、あるいは良きコーポレート・シチズンとい

うことが、よく言われますが、現に大阪では、そういう

歴史を持っております。いろんな他の面でも、そうい

った素地があるところが、やはり、大阪にあるＰＲＥＸ

の人材拠点としての重要性と言いますか、意義という

ものを感じます。 

 

コーディネーター  

それでは井上会長、お願いします。 

 

井 上  

杉本さんから、４０億円寄付したという話がありまし

たが、ＰＲＥＸの基金は、３５億円に非常に近いわけ

でありまして、その８割は関西の民間企業がＰＲＥＸに

出してくれたものです。残り２割が地方自治体。国か

ら一銭ももらっていませんが、そういう形でできたのが

ＰＲＥＸでして、そういう伝統というのは、いまの税制か

ら言うと、個人が、それだけおカネを持っているわけ

がないので、その代わり、民間企業が、それだけのも

のを直接、見返りがないのにＰＲＥＸに資金を供出し

てくれたというのは、大阪の伝統というのは生きてい

るということが言えるのではないかと思います。 

PREX は、今年、１８年目になります。ここ１７年間で、

研修人員が１万人を超えまして、研修対象国が１００

カ国を超えました。ＰＲＥＸの特徴というのは、堀井さ

んのお話にもありましたように、次を担う人が大事だと

いうことで、途上国の中堅マネージャーの育成に重

点をおいて今までやってきました。技能、技術の単な

る伝承ではなくて、中堅マネージャーを育成する、そ

の数が１万人ですから、少ないように見えて、意外に

多いのではないかなと考えています。 

今後、ＰＲＥＸを、どう発展させていくのかという問

題を、いま考えております。ＰＲＥＸの５年後、１０年後

というのは、どうありたいのか、ＰＲＥＸの職員も考え、

それをビジョンにしようと思っています。そのなかで、

やはり、ＰＲＥＸのコア、ＰＲＥＸの強みというのは、い

ったい、なんなのかということをＰＲＥＸ自身が認識を

して、それに磨きをかけることが必要だと考えていま

す。いろいろありますが、そのなかの１つは、「ＰＲＥX

が関西に拠点をおいていること」というのがＰＲＥＸの

強みの１つであると考えています。関西にいることが

強みであるためには、関西全体が、やはり、魅力ある

町である必要があります。 

「ＰＲＥＸの研修で関西、大阪に行った。もう一度、

行ってみたいな」と思われるような関西でないといけ

ません。魅力ある関西であることがＰＲＥＸの強みであ

ると。妙な論理になりますが、逆にＰＲＥＸがあることが、

関西にとっての魅力であるようなＰＲＥＸでありたい、

そういう考え方を漠然と持っていまして、それを実現

するためには具体的に何を、どうしなければいけない

のかというのを、これから考えていこうと思っています。

そのなかで、留学生の問題が、あります。ＰＲＥＸは、

留学生の問題については、インターシップで若干の

留学生を受け入れた経験がありますが、いま扱って

おりません。しかし、留学生というのは、中堅マネージ

ャーの将来の候補生でありまして、そういった意味で、

現在の中堅マネージャーだけではなくて、中堅マネ
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ージャー候補生の育成に協力するのもＰＲＥＸの仕

事ではないかと考えています。 

これからの問題としては、大学と企業との間等を、

いかにコーディネートしていくかということもＰＲＥＸの

大きなテーマの１つであると考えています。大学関係

者、外国の大学との連携、そういったことも考えなが

ら、関西を人材育成の拠点にしていく新しい１つの大

きなタネではないか。それを実現するために、どうす

べきかというのを、これから考えていく必要があると考

えています。 

きょうのシンポジウムからも、いろいろご意見をいた

だき、それを今後のＰＲＥＸの発展の糧にしていきた

いと考えております。 

 

コーディネーター  

ありがとうございました。それでは堀井さん。皆さん

のコメント、いままでの議論の流れのなかで、堀井さ

んなりに人づくりということに関して、一言、二言を。 

 

堀 井  

いま連携が大事だというお話が出ました。また、ア

ジア太平洋研究所を北ヤードにつくろうじゃないかと

いう経済界の動きがありますが、これについてのご意

見もありました。そこで一言、ぜひ、お願いしたいこと

があります。 

アジア太平洋研究所をつくろうということは、パリに

アラブ研究所があるためにアラブのことを知るために

は、パリに行かなければならない、そのようにアジア

を知るためには、大阪へ行かなければならないという

ような、そういう知的センターを大阪につくろうじゃな

いか。これは私は発想としては、すばらしいと思うん

です。１つお願いしたいことは、それも１つのブランデ

ィングなんですが、ブランディングというのは、ないと

ころから、あるものをつくると非常にむずかしいという

ことを、われわれは３年間の勉強で、じつは思い当た

っているわけでして、ブランディングというのは、バラ

バラに存在する、あるいは個々に存在するポテンシ

ャルを集合させて、それにある使命感とストーリーを

与えて、ブランド化していくストーリーづくりを行う。そ

のことこそがブランドづくりです。この方程式に従えば、

アジア太平洋研究所も、いきなり切り花のように、他

所から花を切って持ってくるという発想ではブランド

にならない。やはり、大阪、関西にあるポテンシャル

を生かしてこそ、それができる。それは何かというと連

携だと思います。幸いにして、大阪大学は大阪外国

語大学と合併をしまして、日本最大の学生数を擁す

る総合大学になりました。そしてグローバル・コラボレ

ーション・センターも出来つつある。幸い傍に民族学

博物館がある。そして大阪大学が、２１世紀懐徳堂を

いま、つくろうとされている。ＪＩＣＡもある。在外外国人

向けの放送局であるＦＭCOCOLO も持っているとい

う。個々に存在するたいへんなインフラがあるわけで

して、これらと連携する。なおかつ、大学間連携です

ね。大阪大学のことを申し上げましたが、関西大学、

立命館大学、その他、神戸大学、京都大学は、もち

ろんです。たいへんな、非常に近いところに大学ネッ

トワークを持っているというような、そういうポテンシャ

ルを、うまくストーリー立てして、１つの方向性を与え

ることによって、大阪が知的集積センター、情報セン

ター、人づくりセンターになればいいかなと思うわけ

であります。何を言いたいかというと、現に存在する

ポテンシャルを生かして、１つのターゲットに向けて

方向を与えれば、大阪はものすごい力が出る筈で、

関西の連携のなかで、力を出していくべきではない

かということです。 

もう１つ訴えたいことは、同じような大阪の北部に万

博機構があります。これは大阪万博、１９７０年でした

が、６４００万人という方が来場され、この記録はまだ

万博史上最高記録ですね、たぶん、今度の上海万

博で破れると思いますが、その結果余剰資金１８０億

円が積み立てられて、基金としてあります。この基金

で、現在までのところ、１９７１年から２００７年までの３

６年間に、利子を活用いたしまして、３，８３１件の助

成事業を行っております。合計１７６億円。これを地

域別にみると、アジア州と太平洋州を合わせまして、

だいたい、２２億円ぐらいの助成を、この３６年間でや

っているんです。これも私は１つ、いまのストーリー付

け、ブランドつくりのストーリー付けのなかに組み込ん

で、大阪の強みとして、生かしていけば、人づくりな

んかに生かしていけばいいと思います。新聞でご承
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知のように、独立行政法人整理のなかで、数年のうち

に、万博機構も見直す方向だと、東京政府が言って

いるんです（笑）。この東京政府の話に対して、大阪

人が、全然モノを言わないのは、何たることだ、もっと

積極提案すべきだと思います。６４００万人の大阪万

博にお出でになった方々の入場料がもとですから、

しかも、それが大阪という場で行われた。その意義を

未来に活かさないと、うやむやにされたら、江戸時代

の御用金と同じことになる。誤解があるかもしれませ

んが問題提起をしておきます。 

 

コーディネーター  

いろんな話が飛び交いました。肥塚さんのほうから、

大学生にとってのブランド名として、大阪というのは

弱いという話を、堀井さんのほうから、いや、大阪に

はポテンシャルがあるので、これを連携して使うべき

だと言うお話でした。私は大阪大学に勤務をしていま

すが、代弁をしていただきましたので、あえてこの点

について触れることはありません。それで、きょうは高

畑さんのほうからおっしゃったように、人材の育成の

みならず確保という問題があるということなので、セカ

ンドラウンドで、その話をしていただきたいと思いま

す。 

その前に、堀井さんのご講演をお聞きして、モノづ

くりと、人づくりが、どういうふうに、大阪で、裏腹にな

って来たかというお話をされたんですが、そのなかで

拝金主義というのが非常にネガティブに捉えられて

いるのに、あえて挑戦をしてみたいと思います。いま

確かに中国は、１０％以上の非常に高い成長をつづ

けていて、拝金主義がはびこっている。どうなるかこと

かというのは、よく聞かれる意見ですし、それは当然

なのかなと思うんですが、拝金主義の非常に大切な

点というのは、それが、非常に強いモチベーションと

インセンティブを与えて人々を動かしている。人々が、

それをイノベーションの力にしているということではな

いのかなと思うんです。 

先ほど、堀井さんが、何度か大阪に、山と谷があっ

て、その山の２つ目のところ。最初は難波津時代で、

黄金の日々が、いわば第２の山で、いま第４の山が

来るか、来ないかという、そういう話をされたんですが、

第２の山の拝金主義は失敗だったというふうにおっし

ゃったような気がするんですが、それは、やはり、ちょ

っと違っているんじゃないかと思うんです。拝金主義

というのが、資本主義の勃興と、ちょっとはずれてい

ますが、ほぼ重なっていると思うので、これは日本に

限らない話だと思います。 

先ほど、マックス・ウエーバーの話を、ちらっとされ

たんですが、グローバルな世界の経済成長というの

は、やはり、１８世紀と１９世紀の間が、境目で、それ

以前は非常に、生産力の水準も低かったし、伸びも

殆どなかった。そのあと、やはり、産業革命が起こっ

てから、生産性の成長、それから所得の成長というの

が起こってきて、これがもう２００年ぐらいつづいてい

るということだと思うんですが、それはもう世界中に起

こっていて、一番、最初に起こったのがヨーロッパな

ので、そこで、そのカネ儲けは悪いことではないという

のが、プロテスタンティズムの倫理という話になってく

ると思うのです。 

ただ、もちろん行きすぎもあって、途中で拝金主義

と言われるような動きがあって、そのなかで、絶えず、

揺り戻しがあって、フィランソロフイーというのも、そう

いうなかから出てきたというふうに思います。ただ、そ

ういうモチベーションを欠いたところでは、やはり、前

に進む力が少ないと思います。ソーシャリズムという

のは、基本的には、そういう人間のモチベーションと

か、インセンティブとかを無視したところで失敗をした

と思うんです。そういう意味では、人間を動かす。ある

いは前へ動かして、それから伸ばす、新しいものを発

見するという、そういう動機付けがないと、前には進ま

ないんじゃないのかなと思うのです。 

そのときに、おっしゃったなかで、非常に興味深く

聞いたのは、「士にとっては知業、商にとっては利、

そして農にとっては作徳」ということをリファー（言及）

されたんですが、これは、経済学的に言うと、「付加

価値」ということだと思うんです。いま、富というのは何

かというと、これは天然資源でもなければ、機械設備

でもなくて、やはり、利になるものが富だと思います。

もちろん、利だけではないでしょうという議論はあり得

るわけですが、だけれども、そういう富をつくるのは、

モノづくりというのは決して、機械のことではない。で
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高 畑  きあがったモノではなくて、その機械をつくるときに、

それに込められた技であるとか、あるいは知恵である

とか。そういうソフトウエアの部分が、実は利をなして

いる。そのソフトウエアが利を生んでいるので、その

利が人々を動かしている。そういう側面が、無視でき

ないのではないかと思います。 

率直に言えば、次の世代に事業が承継できないと

いう事態が生じるという場合も考えられると思います。

じつは、これは人から聞いた話ですが、海外展開、グ

ローバル展開をしていない企業と、している企業を比

べると、経常利益が、違ってくるそうです。そういう時

代になりつつあるのかもしれません。もちろん国内で

事業をうまくやっている人もいます。ただ、今後は外

を向いていないと、なかなか、利益を得られないとい

う時代がやってくるのではないでしょうか。ましてや、

先ほど言いましたように少子高齢化の時代ですから、

技術者もモノづくりの方々も、皆さん高齢化されて、リ

タイヤされるでしょうし、その技術の伝承にも支障をき

たすでしょう。特に中小企業の方々は、次の世代の

後継者に非常に困っているのが現状です。最近、税

制で、中小企業の事業承継がかなりできやすくなりま

したが、大阪商工会議所副会頭のサンリットの小池さ

んが中心になられて、Ｍ＆Ａの手法でなんとか大切

な技術などを承継できないかという話は、ずいぶん昔

から議論されておりました。最近、やっとＭ＆Ａに対

しても、随分アレルギーがなくなってきました。この間

も、新聞に出ていましたが、新潟の企業が韓国の企

業に買収されましたが、買収された企業の人は、か

えってこれで海外展開ができるという、そういう反応も

されているということです。言ってみればＭ＆Ａは、あ

る意味では、人材の供給でもあるわけです。 

いま肥塚さんのほうから、アジアの高等教育が非

常に進んでいるという話をされました。これも人材の

確保という問題と非常に密接に関わっています。わ

れわれはいま、単に人を育てるということだけではあ

りません。遅れたアジアの人を育てるという時代は終

わったんです。もう終っています。アジアもグローバ

ルに人づくりをしている。そういう時代のなかで、日本

がアジアにあって、そういう人材育成競争のなかで、

例えばわが国が、どういうふうにグローバルな人材育

成のなかに関与することによって、わが国自身にとっ

ても、将来にとっても、利になり、それからグローバル

の世界にとっても利になるのか。そのためには、われ

われは、どういうポテンシャルや、どういう優位性を持

っていて、立ち向かうべきか。こういう構造のなかで、

初めてＰＲＥＸの仕事の方向性が見えてくるのではな

いかなと思います。 

というわけで、いま何人かの方から、高畑さんも、

人材育成に関して、経営者を育てたいんだという話

をされました。モノづくりというときに、じつはモノづくり

という名前で、知的財産と言いますか、知識資本をつ

くろうとしているわけですね。で、その知識資本は、ど

こに詰まっているかというと、人間に詰まっているわけ

です。そこで人材育成という話になるんですが、そう

いう意味で、堀井さんがおっしゃったようにモノづくり

と人づくりというのは、裏腹なんです。それは経済学

的にも、非常によくわかるというのが、経済学者の感

想なんですが、次のラウンドでは、いまアジアで、ある

いはアジア太平洋で、と言ってもいいと思いますが、

人材育成・確保をする拠点づくりをするということは、

どういう意味を持っているのかというのを、ちょっと、そ

れぞれの立場からお話をしていただければと思うん

ですが。まず、高畑さんから、どうぞ。 

 

コーディネーター  

肥塚さん。それでは、どうぞ。 

 

肥 塚  

留学生という話をしたんですが、ご存知のように中

曽根内閣のときに、１０万人という目標で、いま３５万

人という目標が立てられつつあるということをなんで

すね。この留学生を招いてということは、もちろん国

際貢献的な側面もあるんですが、同時に、これは国

際貢献というよりも、日本の今後の行く末に影響があ

ると思っています。これは日本が科学技術立国で生

きて行こうと、この知識社会のなかで、そうしていこうと

言ったときに、とりわけ大学院のところで、世界中から
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優秀な人が来るというなかで、大学もそうですが、企

業も、研究が進んでいくんだろうなと思っています。し

ばらく前の日経ビジネスに大連のことが出ていました

が、大連は日本語がわりと通用する地域だという話だ

ったんですが、この３，４年のところで、欧米の企業が、

企業自身が数千人の学校を作って人材育成をする。

それに大連理工大学などを初めとした大学が協力す

るという、そういう国際的な人材の獲得競争が、アジ

アでも非常に激しく行われているというなかで、この

留学生が、来て、学んで、帰っていただくというよりも、

その人たち自身が、研究と、大学院を、やはり強い連

携のなかで、人を育て、かつ研究の拠点、例えば大

阪大学さんが、非常にトップクラスの研究をされてお

られるわけですが、私どもも少しやっていますが、そう

いうことを考えたときにも、この人たち自身が、大学に

とって、非常に重要ですし、それは単に大学だけで

はなくて、企業にとっても、この問題は、避けて通れ

ない。そういう今後の科学技術で生きて行こうというこ

とを考えたときに、世界から人材が集まる、そういう視

点で、こうした問題を考えていく必要があるのかなと

思っています。 

そのために例えば、いままでの話から、留学生につ

いては主として、学がおやりになる。、人材育成は、

中小企業に対する支援政策としては官がおやりにな

る。産のほうは、大企業が自前でおやりになる。そう

するとあと、私はよく産官学プラス民と言うんですが、

私なんかもそうですが、いわゆる団塊の世代を軸に、

そういった産官学に属さない市民層が、どんどん増

えている。こういう民の役割と言いますか、そういうも

のをＰＲＥＸさんが中心になって、吸収していただい

て、民の活躍の場ができていくんじゃないか―こうい

った民の感覚で、冒頭に言いましたように、対等な考

え方で途上国の方々と接していくというスタンスが今

非常に求められていると、考えています。 

 

コーディネーター  

では井上さん。 

 

井 上  

ＰＲＥＸが、１７年前に始まるときに、そのころは、ま

だ、日本的経営という言葉が、残っていました。ＰＲＥ

Ｘは日本的経営を途上国に伝授するのかと聞かれて、

「いや、そんなことはない」と答えました。日本的経営

というのは、エゾラボーゲルが言ったけれど、そんな

ものは存在しません。世の中には、優れた企業という

のには、アジアと言わず、日本と言わず、ヨーロッパと

言わず、アメリカと言わず。優れた経営には、共通点

があるわけで、優れた経営の共通点というものを勉強

することが、人材育成に、つながるんだと。だから日

本に来て、日本の優れた企業の何かを学んで、つか

んで、帰ってもらうということが重要なのではないかと

いうことを話したことがあります。アジアが遅れている

とか、遅れていないとか、日本が進んでいるとか、遅

れているとかでなくて、優れた企業経営には、アジア

の企業であれ、日本の企業であれ、共通点がありま

す。その共通点をいかにして、学び合いをしていくか

というところが大切です。単純にアジアが遅れている、

日本が優れている、そういう大雑把な捉え方ではなく

て、優れた企業の何を学ぶのかということが問題だろ

うと考えています。 

 

コーディネーター  

杉本さん、コメントを。 

 

杉 本  

先ほど高阪先生から、遅れたアジアという表現があ

り、そういう時代は終わったんだ、というお話がありま

したが、私も本当に、そう思います。マレーシアとか、

インドネシア、タイ、ベトナム、それに中国（途上国と

言っていいんでしょうか）そういった国々の人たちとお

付き合いをしていまして、指導とか、育成とか云うの

は、おこがましいんじゃないかと痛感します。いみじく

も太平洋人材交流センターは、育成センターでも、

研修センターでもない―交流というと、仲良くして遊

んでいるという印象があるんですが、そうじゃなくて、

彼らが持っている問題意識を共有して、一緒に、そう

いう問題の解決を考えましょうというようなスタンスが

大事で、そういった立場から、これからやっていく必

要があるんじゃないかと思います。 留学生問題については、ある人が、「ある人口統
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計によると、大阪というのは、２０５０年には、１６０万人

人口が減る。人口が減るということは、働く人が減ると

いうことであって、それを補うために留学生を、どうし

ても大事にして、大阪で働いてもらわないといけない。

だから留学生に力をいれる必要がある」という。しかし、

２，０５０年に１６０万人が大阪市から逃げていくという

ことは、大阪に魅力がないから住みたくないわけであ

って、魅力のない大阪に留学生だけが、なんで住み

続けることがあり得るんだと。元々、そういう意味から

いうと、関西、大阪と言わず、関西をもっと魅力のある

地域にして、そこに住みたい。外国から来た人は、も

う一回行ってみたい。そういうことにすることがベース

にないと、いかなる問題を議論してみても、それは妙

な議論になりますよということをお話しました。やはり、

堀井さんのお話にあったように、関西の魅力を再確

認すると、その強みを、さらに、どう磨きをかけていく

かというのが、いろんな問題の基本にあるように感じ

ています。 

 

コーディネーター  

堀井さん、どうぞ。 

 

堀 井  

いくつか体験談を申し上げたいと思います。１つは

私の息子が、かってアメリカの大学に留学していて、

理工系の学部ですが、まずクラスの半分以上が留学

生で、しかもそのまた半分がアジアからという状況だ

ったと言っていました。インド人、中国人、韓国人、そ

れから日本人です。そういうなかで鍛えられて、卒業

生が、今度は全世界に散らばって、同窓生のネットワ

ークを持って、今後ビジネスをやっていく。そこで人

脈が生きると言っていました。 

そういうことが日本の大学で出来るのかということで

す。 

その大学町には、留学生が便利に暮らせる、あら

ゆる設備が整っています。ところで息子は、アラブか

ら来ていたムスリムの人と友達になって、日本に帰っ

たあと訪ねてきたので家に泊めました。「モスクで礼

拝をしたいけれど、どこにあるの？」。どこにもない。

「ちょっと、アラーの神に祈りたいから絨毯がいるん

だ」。だけどそんな絨毯はないものですから、しょうが

ないから玄関マットの上でとなって、１日に何回かお

祈りをしてもらった。つまり日本に来たら、途端に礼拝

１つ満足にできない。だから言葉で共生ときれいごと

を言っても、日本の社会の受け入れ態勢というか、受

容体制、受容能力が、これまであんまり考えてもみな

かったから、整っていないと思うのです。ほんとうに大

丈夫でしょうか心配です。言葉で言うのは簡単です

が、本気で、受容体制、受容能力を、つくっていく社

会変革を覚悟すべきです。 

むかし私がニューヨークにいたとき、運転免許証を

取りに運転試験所に試験を受けに行ったんです。

「あなたは何語で受けますか？」と聞かれる。試験が

複数言語から選べるんです。そこまで社会制度が整

っている。日本で中国語で運転試験が受けられます

か。 

もう１つは、私の友達が警察に勤めているのです。

最近、結構、外国人の犯罪が多い。容疑者として捕

まえても言葉が通じないから、取り調べが進まない。

勾置場が満員になってたいへんですと困っています。

英語や中国語だったら、なんとかなるんだが、突然知

らない言葉を言われると全然対応できないと悲鳴を

あげています。 

それから、私の甥が医者を開業していますが、これ

また、患者さんに外国の人が来たら、言葉の問題で、

ちゃんと治療ができないと、悲鳴をあげています。多

文化共生社会を、口で言うのは簡単ですが、よほど

覚悟しないといけません。日本は島国です。島国で

あるがゆえに、古代アジアから渡来人が大量にやっ

てきた時代は別として、あとは海で守られて、長年暮

らしてきました。いま急に、多文化、多人種、共生社

会をつくろうとしても、社会に、そういうシステムができ

ていないのです 

 

コーディネーター  

会場からコメントがありましたらどうぞ。 

 

参加者 １ 

立命館大学には、今年で丸７年たったんですが、

その前は、５年ほど大阪大学のほうの留学生センタ
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ーのほうの教授をさせていただいて、国際工業政策

研究科で、英語での授業をやらせていただいていま

す。私も国際教育には、かなり、１０何年携わってい

ます。 

その前は、私は３０年間、日本とアメリカの企業で、

基本的に研究者、技術者のほうをやっておりました。

ということで、文化については、はなはだ、素養が乏

しいんですが、きょうのお話を伺っておりまして、１つ、

ぜひ、教えていただきたいことがあります。 

先ほどから懐徳堂の話なんかが出ていました。私

も大阪大学のメシを５年ほど食べさせていただいたん

で、懐徳堂というと、あっと思うんですが、確かに大阪

に限らず関西は、もう言ってみれば有史以来、大陸

を向いて、やってきた土地だと思います。確かに懐徳

堂のころまでは間違いなく、そうだったと思います。そ

の後、明治に入ってから、いったい、日本の理系の

ほうは置いておいて、文系の学問というのは、果たし

て、西を向いていたのか。 

私は、じつは大阪大学で、愕然としたことがあった

んです。どういうことかというと、留学生センターで、交

換留学の担当をしていたんですが、韓国の大学から、

留学生を寄こしてほしいと。おカネを出します、という

ふうな誘いがあったときに、大阪大学のなかで、いっ

たい、そういうことは、どういうところがあるんだろうと調

べたら、大阪大学は、大阪というのはご存知の通り、

朝鮮、韓国系の人口が多いところにも関わらず、大

阪大学には、韓国語の講座がないと。韓国の文化を

研究している、そういう講座もない。非常勤講師で韓

国語を教えている人は、一人もいないということを聞

きました。私はびっくりしまして、当時の学長に、いっ

たい、どうなっているんやと。大阪大学こそ、そういう

研究をやらないといけないのと違うかと言うと、「いや

ー、そういうのは市立大学がやっておられるからな

ー」ということをいわれまして、愕然としたんです。そ

れで、教えていただきたいというのは、大阪大学、今

度は外大と一緒になって、そっちが強くなるのかもし

れませんが、果たして、大阪を含め、関西では、私は

京都大学の出身ですが、京都大学も、人文科学研

究所とか、いろいろありますが、果たして、近代の中

国、アジア、韓国、そういったところの文化を、どれだ

け研究してきたんだろうかと。そういう素地がないと、

先ほどからのお話があります通り、いくら、来なさい。

来なさいと言ったって、そうは、ならないんじゃないか

と。先ほどのインフラストラクチャーというお話よりも、

もっと根深いことが、ひょっとしてあるのか、いやそう

ではないと。私はさっきも言いましたとおり、全然。そ

っちの素養がないんで、いったい、どれだけ大阪、関

西は、そういうことにエネルギーを費やしてきたのか、

ということを教えていただきたいということが質問です 

 

コーディネーター  

何か、急に阪大を弁護しなければいけないな（笑）。

朝鮮や中国との歴史的な研究。これについては、朝

鮮の場合は、阪大では外大と統合することによって、

かなり空白が埋められたと思います。ただ、中国との

関係については、京都大学が非常に強いです。とく

に歴史的なものは非常に強い。現代のものは、どうな

んでしょうね。経済学部に多少、中国経済をやってい

る人がいますけれど。阪大の場合は、アジアとの関係

については、そんなに強くなかったと思います。ただ、

学生を通じて関係が強くなっていると思います。韓国、

中国からの学生が、圧倒的に多いですから。そういう

意味では、現代の、まさに人材交流を進めるなかで、

われわれも韓国で学会があったときは、教え子がそこ

で教員になっていて、あるいはいま、ローカルの話で

恐縮ですが、われわれの研究科で、日中韓で、国際

法と国際経済の共同フォーラムみたいなのがあって、

それは教員と学生と両方が一緒に研究プロジェクトを

持って、レギュラーにセミナーをやって、お互いに発

表してという、そういう活動をやっています。ですから、

そういう意味で、部分的にはやっているといえますが、

ただ、組織として現代韓国研究センターとかそういう

ものはないというふうにお答えするのがいいかなと思

います。 

 

参加者１ 

そういう意味では、先ほどお話がありましたアジア

太平洋研究所構想というのは、非常にいいんじゃな

いかと思うんですが。 
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コーディネーター  

いろいろな問題があると思うんです。１つは東京に

はアジア経済研究所――ＪＥＴＲＯと統合しまして、昔

の通産省系の特殊法人であったもの――があります。

それから京大には東南アジア研究所――私が昔い

たところですが――が東南アジアの研究をやってい

ます。ですからアジア太平洋の研究所そのものは関

西にはないと思いますが、このグローバル化の時代

に、大阪にそれがあるということがどれぐらいの優位

性を持てるのかというのが非常に難しい。また、各国

ともにアジア研究所みたいなところは、たくさんありま

す。シンガポールにも、香港にもありますし、東京に

はアジア経済研究所があって、そのなかで、大阪に

おいて何を強味に見せるのかというところが、難しい

ところだと思います。それから経産省・ＪＥＴＲＯライン

では、いま新たに、ＥＲＩＡ（東・東南アジア経済研究

所）という国際研究機関を立ち上げたところで、これ

はまた、別の構想です。まあ複数あって、競争すると

いうのは、悪いことではないというふうに思いますが。 

 

肥 塚  

いまの点で、そんなに知っているわけではないで

すが、例えばアジア太平洋を冠した研究所というの

は、アジア太平洋地域にものすごい数がありますよ

ね。そういうなかで、先ほど先生がおっしゃったように

アジア経済研究所があり、私どももいろいろお付き合

いをさせていただいていますが、いろんなものが、す

でに日本のなかであるなかで、関西が、どういう優位

性を示すのか、本当に問われているということがある

と思います。その上で、どういうことが考えられるかと

いうことで、もう１つ、他でも日本でもあると思いますが、

例えば、華人経営の研究、香港なんか非常に盛んに

されていますが、大阪がアジアとのつながりが非常に

強いというなかで、これは華人経営といった場合、中

国のほうもありますが、アセアンも含んだ形になって

いるわけで、華人ビジネスということを、どういうように

考えるのかというのは、この大阪、関西のポテンシャ

ル次第ですが、ビジネスの現実、それ自身は、非常

に深く関わっていると、神戸なんかでも、いろんな方

がいらっしゃるというなかで、関西の特性を生かすと

いう点で言ったら、そういうことも１つ考えるというのは、

あるのかなと個人的には思います。 

 

参加者２ 

日中経済討論会というのがありまして、１０月ぐらい

にやるんですが、中国の企業家の方々が、だいたい

３００人ぐらい。こっちも３００人ぐらい。これはもう、７年

間にわたってやっていることで、継続してやり続けて

きたというのは、これは、やはり、すごいことなんです

ね。関西と中国を始めとするアジア諸国のつながりと

いうのは、まず、経済的に揺るがないところです。継

続して行うことは、非常に重要なところだったと私は

思っています。 

 

コーディネーター  

ちょっと世代間の話をしたいんですが、私ども、い

ま学生をたくさん抱えていまして、たぶん、会社で、

皆さん、次の若い世代の方と、接触していて、思われ

ることだと思いますが、非常に内向きでありまして、例

えば、われわれの世代、３０年前の大学院生と比べる

と今の学生は、外国へ留学したがらないんです。大

阪大学でも、留学生の受け入れと留学生の派遣との

比率は、１０対１ぐらい。１つは意志の問題なんです

が、もう１つは、もちろん能力の問題があります。競争

に勝てないんです。例えば奨学金、ＩＭＦの奨学金と

か、そういうなかで、日本人が勝てる率が非常に低い。

能力が低いのか、あるいは国ごとのレーショニング

（割り当て）があるのか、ちょっと、わかりませんが、そ

ういう問題があって、若い世代が非常に内向きになっ

ているという印象があります。その点、皆さん、どんな

ふうに感じられているのか、ちょっとお聞きしたいと思

います。 

それからいま、これは、われわれの問題でもありま

すが、大学院の国際競争力が非常に落ちている。教

育のシステムとして落ちていると言われておりまして、

文部科学省は大学院の教育を充実させるために、い

ろんな助成金をつくって、助成金を競争的に配分す

るＣＯＥプログラムというのをやっています。センター・

オブ・エクセレンスです。ＣＯＥプログラムで、いままで

は、２１世紀ＣＯＥプログラムというのが動いていたん
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ですが、去年からは、グローバルＣＯＥという２１世紀

ＣＯＥの後継版のプロジェクトをやっています。これも、

以前は、研究拠点として優れたもの、グローバルにＣ

ＯＥになれるような拠点をつくるということであったわ

けですが、今回からは、人材育成ということに非常に

強調点をおきまして、優れた大学院生、優れた若手

研究者、優れた高度専門職業人をつくるというふうに

シフトしています。 

それは先ほどのリーダーを育てるとか、あるいはエ

クゼクティブを育てるとかというのと、よく似ているんで

すが、そこでも、大学自体の、例えば助成が少ないと

か、外国人が少ないとか、そういう腰の弱さという側面

が問題にされていると思います。そこで、基本的に人

材育成のシステム自体が改革を迫られているというこ

とと、それから国内の人材のクオリティにやや問題が

発生しているのではないかというこの２つのことにつ

いて、皆さんのご意見があったらお聞きしたいなと思

うんですが、肥塚さん、勝手に指名してはいけないで

しょうか。 

 

肥 塚  

ＣＯＥの話と、もう１つが内向きの話ですが、これは

例えば立命館大学には９００人ぐらい留学生がいまし

て、ＡＰＵに２６００人ぐらいいるんですが、放っておく

と、いま高阪先生が言われたように行かないということ

があります。そこで目標数値を立てて、とにかくなんら

かの形で、ミニマムは５週間プログラムなんですが、

それ以上の期間を在学中に、とにかく海外のプログ

ラムに派遣するということを、いま２割目標ということで

やっています。これはほぼ達成しつつあるので、いま

中期計画で２０１０年までに３割に引き上げるという数

値目標を立てて、しかも、それもイニシエション・プロ

グラムから順番にレベルを、レベル１，２，３とやって、

それぞれをどのようにやっていくかという、そういうこと

をやらないと、それはもう放っておくと、絶対に進まな

いということが、あります。海外で活躍するということが、

キャリア・デザインとして、多くの高校生は持っていま

せん。これは理系の人材も、そうです。そういう国際

的に活躍するということが、社会的に、もっと評価され

るということがないと。若い人に、学生なんかに影響

を与えるのは、高校の先生、お父さんは会社で忙し

いので、お母さんが影響力があったりするんですね。

そうすると、社会でどのように活躍するのかということ

が、日本社会全体として、あるいは、いま言った高校

の先生とか、母親なんかからすると、見えにくいという

問題があるのでしょうか。もっと国際的に活躍すると

いうことが、非常にすばらしいんだと。理系で、エンジ

ニアから出発していって、社会で、もっと活躍して、処

遇も含めて、評価されるというようなことがないと、そう

いうものが社会にとって、すばらしいということになる

と、もうちょっとポジティブになるのかなと、そういうよう

なことを期待しています。ただ、期待をしても進まない

ので、数値目標でやらないといかんのかなと思って

います。とりあえず前半だけコメントをさせてください。 

 

コーディネーター  

やはり大学人は、共通の悩みを抱えていまして、

非常に、よくわかります。ＰＲＥＸの立場から見て、日

本の人材の劣化みたいなものというのは、お感じにな

らないでしょうか？ 井上さん、どうですか？ 

 

井 上  

とくに感じません。PREX に入局する新卒は、みな

優秀です。 

 

コーディネーター  

あと外へ行きたがらないという若い人が増えている

んですが、そんなのも、とくに感じになられませんか。 

 

井 上  

むしろＰＲＥＸのような、外との接触がある職場で働

くことを希望する方は大変多いです。 

 

コーディネーター  

肥塚さん、定着ということに関しては、どんなふうに

お考えですか。人材育成に関して、この間、おかしい

なと思ったんですが、学生の進路がどうなっているか

というデータを取ったんです。そしたら、いかにも国

立大学らしいんですが、留学生の場合は、進路（の

欄）に「帰国」と書いてあるんです（笑）。帰国ってなん
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やと。帰国って、どこに行っているか、全然、わからな

いわけですね。日本人なら、政府系のところに就職し

ましたとか、研究所に行きましたとか。でも「帰国」じゃ、

どこかわからないでしょう。もっとも最近は、帰国しな

い留学生が、結構、増えてきています。 

 

肥 塚  

そうですね。むしろ日本に留学する人は、やはり日

系企業に勤めたいという人が、非常に多いですよね。

ですから、そういう希望が、できる限り、かなうように、

どうサポートするかということは、やはり、たいへん必

要かなと。他方、大学の在学期間中に、就職活動を

するというのは、ご存知のように、日本は特殊的側面

がありますよね。海外だと卒業してから、就職活動さ

れる国が多いわけです。そうすると例えば、ＡＰＵを

例にとりますと、立命館大学もそうなんですが、帰国

してから就職活動をされるんです。そういう仕組みが

違う側面もあったりして、それで私たちは、いま頑張

って校友会と言っていますが、卒業生の会を、世界

中に作るということを、大学、学園のミッションにして

います。立命館大学と立命館アジア太平洋大学

（APU）という大学の合同の卒業生の会を、とにかく

可能な限り、どこにでもつくっていくということで、例え

ば中国だと北京と上海に作らせていただきましたし、

それから台湾、この間はマレーシアにも作らせていた

だきました。マレーシアだと、たまたま立命館の卒業

生の人が、ある省の次官にまでなっておられる方が

いらっしゃるし、そういう人が会長になっていただくと、

さっと集まってくるということがあって、卒業生のネット

ワークをやっていくなかで、そういう卒業してから就職

活動をしていく人を、大学としては把握していくという、

そういうネットワークを作っていくということが、非常に

重要なのかなと。そういう卒業生のネットワークが留

学生、あるいは日本企業に勤めておられて、海外に

赴任されている方も参加していただいているんです

が、そういうネットワークが、その国のいろんな社会的

ネットワークと結び付いていく、それは政府機関であ

ったり、現地の企業であったり、いろんな形で結びつ

いていくと。日本でいうと、私学でいうと、少なくとも早

稲田さんは、私たちより、はるかに、そういう点は、よく

やっておられると思っています。早稲田さんがやって

おられることを私たちが勉強しながら、やっていたり

するんですが、そういうことが大切かなというふうに思

います。 

 

コーディネーター  

いまおっしゃった、卒業生というか、大学の場合だ

ったら卒業生、ＰＲＥX だったら修了生の同窓会組織

ができて、そこが１つのネットワークを形成するという

のは これは割とよく、最近、皆さん強調されてやって

おられることです。もう１つ注目したいのは、ちょっと

前に新聞に出ていたと思うんですが、いわゆる知的

な人材で、日本に定着されて――中国人の方が多

かったんではないかなと思うんですが――、そういう

人たちが、たくさん住んでいるコミュニティがあるとい

う話がありました。 

それから私が参加しているアジア政経学会という

学会がありますが、そこで現代中国に関わるセッショ

ンがありましたら――たぶんこれぐらいの会場でやる

んですが――、会場の半分ぐらいが中国人研究者な

んです。それぐらい中国関係の講座が多くて、そうい

うところに中国の方がおられて、しかも、大抵の方は、

日本で勉強されて、それで職を得られているわけで

す。ですから、それをエクゼクティブと言っていいの

かもしれませんが、そういう知的な人材に関しては、

もう定着が始まっているというふうに考えていいのか

なと思います。 

そこで、ＰＲＥＸさんは、先ほどの井上さんの話でし

たら、そういう、いままでみたいに送り帰すということで

はなしに定着させるということに関してもサポートして

いくというのをお考えだったというふうに思ったんです

が、それで間違いがないんでしょうか。 

 

井 上  

必ずしも、そう思っていません。日本の大学に留学

している方に意識調査をやると、）日本企業に就職し

たいという人が圧倒的に多いという、漠然たる答えが

出ます。ほんとうは、そこでもう１つ、踏み込んで意識

調査をする必要があります。日本企業で働くことを一

種のキャリアと考えて、いずれ本国に帰りたい、本国
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で能力を発揮したいと考えているのか。それとも日本

の企業で、中小企業でもいいから、ずっと働いて、自

分が社長になりたいと思っているのか。その辺のとこ

ろまで聞いてもらわないと意識調査になりません。日

本人、最近の若い人はわかりませんが、われわれの

年代のからいうと、留学して、やはり、日本に帰ってき

て、一旗あげたいなと思って留学する人が圧倒的に

多いんではないかと思うんです。それは外国人だっ

て同じではないかという気がするわけで、そういうこと

なら、それで日本企業も受け入れ方があるし、訓練の

仕方があります。ですからＰＲＥＸも、留学生の意識が、

どういったところにあるのかということをベースにして、

大学と企業の間を、とりもつ何がしかの有益な役割を

したいと考えています。 

 

コーディネーター  

僕らは、外国に――といっても、欧米――に留学

すると、日本人だなと思うのは、だいたい、あとで（日

本に）帰るつもりで来ているんですね。でも中国人と

か、韓国人の学生は必ずしもそうではないんです。

ですから、うちの学生で、中国からの留学生で、阪大

にいて、そこからニューヨークの大学へアプライして

合格したのに、ビザが下りないんです。なんで下りな

いかというと、面接をして、この人は定着傾向があると

言われて、定着傾向かあるからビザを出さないという

話なんです。アメリカは、移民政策がわりと振れます

ので、ちょうど、厳しくなった時期にあたって、運が悪

かったというケースなんですが、先ほどの井上さんの

話はありますが、日本人はすぐに帰りますが、他の国

の方は必ずしもそうじゃないんじゃないかなという気も

します。 

 

高 畑  

留学生をかなり雇っている会社の方に聞いたので

すが、中国人の方でも、帰りたいという方が結構多い

らしいです。その１社だけの事かも知れません。 

 

杉 本  

私も企業で、いろいろ見たり、聞いたり、自らも経

験していますが、例えば、いま中国人の方で、知的と

いうか、専門的というか、そういう分野で約５０万人が

日本におられるそうです。これは日本のメディアであ

まり報じられず、去年の１１月に「タイム」に大きく出て

いたんですが、ちょっとびっくりもしました。ところが、

日本の大企業では、留学生の採用の道が狭く、いわ

ゆる中小企業であるとか、ベンチャーであると、割合、

道が広がります。例えば、私が関わっているベンチャ

ーには、日本の大学のドクターを取った人がいるん

ですが、ここでずーとやりたいという方もあるわけです。

だから隙間というと変ですが、日本の社会にも、いろ

いろありまして、ベンチャー企業であるとか、中小企

業であるとか、そういうところは、そういった人たちを

非常に受入れ易いですね。受入れるベースがあるん

じゃないかという感じを持っております。 

 

コーディネーター  

そろそろ話も尽きてきたかなと思っているんですが、

他にご質問とかありますか。 

 

参加者３ 

私はモノづくりは、人づくりということで、堀井先生

の話と関連して、お聞きしたいことがあります。私は実

業の世界に４０数年いまして、いまリタイアしています。

自動車企業におりましたので、それで主に中小企業

を長く見ていました。それから後半に海外の事業の

仕事をしておりました。東南アジアを中心に、中小企

業を見てきたという立場から、お聞きしたいことがあり

ます。中小企業は、いろいろ見てきましたが、だいた

い、しっかりした会社というか、しっかりしていなくても

オーナー会社が非常に多いんです。それで後継者

がいなかったら、なかなか継げません。しっかりした

いい会社でも後継者がいなくて、その会社は、他の

会社に合併みたいに吸収してもらって、資本は持っ

ているけれど経営は、手放したということがあります。

今後、１０年で入れ替わっていくというのは、必然的

にいい会社も後継者がなくって、残念ながらやめて

いって、それから、また、いい会社も出てくるであろう

から、入れ替わるという、どちらかといえば受け身的

な入れ替わりがあると思いますが、いまカーメーカー

なんかは、どちらかいうと、自分たちの会社で、やむ
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をえずというか、積極的な意見もあると思いますが、

そういう後継者を、１企業が一生懸命に取引先の企

業を支えているというか、そういうようなことで何とかつ

ないでいこうとしている。ということは、そういうことがで

きる大企業は、そういうことでいけるでしょうが、なかな

か、そういう会社ばかりではないということで、非常に

私はそこに危機感を持っているわけです。後継者の

教育ということ、産官学と言いますか、優秀ないい面

を持った企業を支えていくような何らかの仕組みがな

いのかなと。どうしていったらいいのかなというところ

について、危機を持っているという立場からご質問を

したいなと。 

さきほど留学生の就職の問題がありましたが、そう

した人たちが、大企業に行った場合には、どちらかい

うとある一部分の分担をするだけになりますね。技術

者は、技術者の、あるいは設計は設計の勉強をして

いると、仕事をしていると。ところが中小企業に入れ

ば、経営全体を５０人、１００人の会社であれば、必然

的に経営全体を見ることができるチャンスがあるとい

うような感じもしておりまして、そういうところで、留学

生なんかを、そういったところで勉強して、現地に帰

った場合、非常にプラスになるんではないか。起業

家になる可能性もあると。私も東南アジアの、いろん

な企業を見てきましたが、しっかりして、現地で工場

を建ててやっていこうとしたときに、いろんな仕入れ

先と直接、取引をしたら、やはり、しっかりした経営者

は、なかなか、いなくて、取引ができるようなところが

なかなかない場合に、私の経験で、タイやインドネシ

ア、そういったいろんなところで、ここはいいなと思う

オーナーの息子は、日本に行って、勉強して、しっか

りやっていて、ここだったらいけるなと取引を開始した

例も、いくつもあるんです。だから、そこら辺りに何ら

かの接点を見いだせるんではないかなという感じがし

ています。また、日本の中小企業は最近、殆ど、大き

な会社が海外へ行くために中小企業も一緒に行って

ほしいとかがあるわけです。ところがもう、単純なこと

では、言葉がわからないとか、グローバルな、海外へ

行くのはかなわないいと言うことで、結局、行かなくて、

付いていけない会社は、残念ながら、取引が減って

しまって、そういった面で、グローバル化ができない

ゆえに、結局、やめていくというか、廃業をしていくと

いうようなことも目にしているわけです。そのあたりに

また、なんらかの接点といいますか、見いだせないか

なということを感じているんですが、そのあたりのご意

見をいただければと思います。 

 

参加者４ 

先ほどのお話のなかで、高阪先生のおっしゃって

いた外国に行きたがらない若者という話が出て、学

生さんが。とくに行きたがらないとかがあって、これも

深刻に受け止めています。 

１つは裏腹の関係で、日本の社会というのは、ほん

とうに外国人を受け入れやすいのかどうか。先ほどの

話もあるんですが、外国に行きたがらない若者を抱

えて、一方で、たくさんの老人を抱えている外国人を

受け入れたがらない日本社会という、そういう構造と

いうんですか。それがますます内向きな日本というも

のを構成していくという形成していくような流れがある

ような気がしてしょうがない。私ども仕事がら、海外か

らの技術者を日本に呼んで研修をしたりとか、日本の

若者を開発途上国に青年海外協力隊員とかの形で

送り込むような仕事もやっているんですが、１つ指標

として、如実にそのことを物語ることを申し上げますと、

ここのところ海外の協力隊の仕事に手をあげる。ある

いは説明会でもいいから参加したいという、そういう

若者の数が、どんどん減ってきております。１つには

恐らく日本の景気がよくなっているということもあると

思うんですが、どうもそれだけではなさそうだと。他方、

ちょっと目をうちに向けると日系のブラジル人の就労

問題とか、その就労者の家族の教育を、どうするかと

か、まさに日本の社会のなかの国際化を阻むようなイ

ンフラの遅れ、インフラは単に構造的なインフラだけ

ではなくて、いわゆるソフトのインフラ、教育だとか、

保険だとかそういうものも非常に遅れていると。もう１

つの経済の流れをみていると、ジャパン・パッシングと

かいわれて、日本に対する投資も減ってきていて、

日本を素通りして、どんどん例えば上海とか、そういう

ところに投資をしたりとか、人の流れや、モノの流れ

がいってしまうなかで、日本はますます孤立化して、

内向きに、このままでいくとなってしまうんじゃないか
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井 上  というのも、ほんとうに最近、強く感じています。そん

ななかで、きょうのシンポジウム、非常に勉強になっ

てありがたいと思うんですが、まさにそこのバナーに

書かれている世界都市関西の実現をめざして、関西

の魅力を知る、生かすということだとすれば、何かしら、

元々、関西の気風というんでしょうか。私は関西人で

はないんですが、昔の黄金の日々ですか。進取の気

風というんですか。東京政府が何を言っても、とりあ

えず大阪ではやってしまえみたいな、多少、乱暴で

あっても、外国人を受け入れて、社長に抜擢するとか、

中小企業のリーダーの方は、いつの間にか、それま

で日本の方がいたんだけど、定年で退職してしまっ

て、その代わりの職長さんは、校長さんとはつながり

はありませんが、例えば、バングラデシュの人がやっ

ているとか、そういう人を、また、サポートするような仕

組みだとか、いろんな税制とか、教育の問題とか、そ

ういうのも関西から率先垂範して、いろいろと、改めて

いくように東京政府を突っつくとか、そんなような行動

がないと、なかなか世界都市関西の実現というのは、

難しいのかななんて思っておりまして発言させていた

だきました。 

次回から考えます。 １５周年記念シンポジウムで

は、立命館アジア太平洋大学のモンテカセムさんに

基調講演をお願いしたりしていますが、このシンポジ

ウムでは、やったことがありませんので、よく考えてで

きれば実行したいと思います。 

 

コーディネーター  

ラストラウンドにしようと思いますが、最後に一言、

皆さん、言いたいことがあれば、どうぞ。いま質問、コ

メントがあったのは、１つは中小企業に関して、よい

企業が後継者難になって消えて行くのは忍びないと

いうポイントと中小企業だと結構、すべてのことをやる

ので、ある意味では経営のノウハウのトランスファー

には、研修にはいいんじゃないかという話と、中小企

業が、国内の空洞化に対抗して、同じように海外進

出していくのは、難しいんだけど、これはどうにかなら

ないかという中小企業がらみの話がありました。もう１

つは、内向きのマインドセットができつつある。あるい

はジャパン・パッシングがある。こういうときに何かブレ

ーク・スルーがあり得ないのかという爆弾が１つです

ね。いまおっしゃったのは、外国人の参加ということ

だったんですが、これもひっくるめて皆さん、最後に

一言ずつお話を伺えればと思います。最初の順番で、

高畑さんから、どうぞ。 

 

コーディネーター 

  最後に爆弾を投げつけられたような感じなんです

が、他にありませんか。最後に、どうぞ。 

  

参加者５ 高 畑  

これはなんでかなという疑問と提案ですが、いま参

加している方は、見たところ、殆ど、日本人ばかりで

すよね。前回の資料を見ましても、日本人ばっかりで、

パネリストをやられているんですが、できたら外国人、

片一方の受け手である当事者の外国人の方が、どな

たか一人か二人、パネリストでおられたほうが、何か

実りのある話が聞けるのかなと思います。具体的には

中国人とか、インド人とか、日系ブラジル人とか、そう

いう人が、一人か二人いたほうが、また、違う面が具

体的に切り口とか、ご意見として、聞けるかなと思いま

す。 

良い企業が消えていくのが忍びないという話だっ

たんですが、先ほども言いましたが、中小企業の事

業承継にはＭ＆Ａという方法もありますし、いろんな

方法もあります。それから、何よりも国とか、地方自治

体が何かをするというよりも、やはり、企業の継続には

起業家精神が大事だと思います。自力で、新たな販

路などを求める積極性しか基本的にはないという感

じがします。 

私ども経済産業局では、新たな需要開拓のきっか

けづくりを行っております。例えば、２００７年６月には

ＩＴ関係の中小企業ミッションを大連に派遣していま

す。大連は、中国国内でアウトソーシングの１大メッカ

となっており、現地で活発な商談が行われたと聞い
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ています。そういったきっかけづくりを行っています。

現在考えていますのが、実現するかどうかわかりませ

んが、例えば、東大阪、尼崎など、航空機産業や宇

宙衛星関連事業にこれから携わっていこうとする中

小企業が、なんとか新たな販路を開拓できないかと

いうことから、ボーイングに部品売り込みミッションを

出してみようかなとか検討しています。新しい販路を

開拓する、そのきっかけづくりを積極的に実施してい

こうと思っています。新しい販路を自ら開拓していくこ

とは、大阪のいままでの歴史が育んできた１つの能

力だと思います。 

優秀な海外人材の確保については、中小企業に

就職すると、マネージメントから製造過程まで、何か

ら何まで体験できるのでいいのではないかというご指

摘について、確かにおっしゃる通りだと思います。中

小企業に留学生が就職してもらう１つのセールスポイ

ントです。それは、大企業で自分のやりたいことを１０

年かかってやっとできるというのと、中小企業ならば１

年から３年ぐらいで、事業の全部が経験できて、将来、

自分の国に帰って、新しい企業か、ベンチャーを立

ち上げるのに非常に役に立つというのは、良い説得

材料になるからです。 

 

肥 塚  

若い人が海外に行きたがらないと先ほど言ったん

ですが、現実から出発するしかないと思っています。

放っておくと、そうなるということがありますから。例え

ば、大阪大学もそうですし、立命館大学もそうですが、

大学自身が留学生がもっともっとたくさんいるという国

際的な環境を整備することが必要です。しかも、日本

語が必ずしも十分でないような人も含めて、たくさん

キャンパスにいるということです。多文化共生キャン

パスの中で、若い人が育っていくということを国内で

もやる必要があります。さらに、そういうなかで、海外

に行ってみようかなという人を、どれだけつくるのかと

いうことに、どれだけ真剣になれるかということが、問

われていると思っています。 

あと言いたいことですが、最初にも言いたかったん

ですが、アジアの高等教育は、ものすごい勢いで進

んでいることを考えたときに、２０２０年とか、あるいは

イノベーション２５、あれは２０２５年ですから、そういう

ときを考えたときに、どんなことを、日本はしていなけ

ればならないのかということです。大学というところも

強い連携で、企業では戦略的提携と、私の専門分野

でもあるんですが、そういうことが、大学の世界でも、

やはり、そういう意味では、学と学の学学連携という

言い方をしていますが、これも必要ですが、学と学が、

単に結びつくのではなくて、さっき大連の例を出しま

したが、企業と大学が、タッグを組んで、人材を育成

していくという仕組みを国内外で、どうやってつくりあ

げていくのかということが、必要です。そういうことを考

える企業や大学が、この関西で、どれだけ増えるの

か、それを、どう支援してやろうか。これは単に企業と

大学だけではいけないわけで、先ほどからお話のあ

る社会インフラですね。含めて、そういうことを仕組み

づくりをやっていくとかいうことが、２０２０年とか、２０２

５年とか、そういうようなときに、関西が、その魅力のあ

る町になりうるのかということと、魅力がなかったら、留

学生が来ないというのは、それはその通りなんですが、

そういなかで魅力づくりをしていくということが、ほんと

うに戦略的に考える必要があります。そういうことで、

いまささやかに、いろんな取り組みをしていますが、も

っと、大がかりにやらないと、この間の、いろんなもの

で見ると、インテルさんとか、ヒューレッド・パッカード

さんは大連さんだけで、数千人のスクールをつくって

おられるわけですね、そこだけで。という時代に、や

はり、私たちが立ち向かうというときに、もっと大がかり

に、そういうことを大学もやらないといけませんが、企

業も、そういうことに大がかりに、中国やインドや、い

ろんなところに出かけて行くというようなことがあります

し、途上国のなかで、移行経済にあるラオスとか、カ

ンボジアとか、本当に困っているわけですよね。王立

大学でも非常にシビアな校舎でやっておられるわけ

です。日本国内で、校舎を建てようとすると、すごくカ

ネがかかるんですが、例えばラオスの王立大学でや

ると、それは１０億円もかからなくて、結構、立派な物

がつくれるんです。そういうところで育成した人が、例

えば関西に来るというようなことをすると、今後の結び

つきに繋がると思います。そういう仕組みのなかで、

この関西が人材育成の拠点になりうるのかなと思って
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います。 

 

杉 本  

やはり途上国との方々との研修という場を通じまし

て、アジアの人々の日本に対する目には非常に鋭い

ものがあると思うんです。昨年の秋も、マレーシアの

方と、話をする機会があったのですが、やはり、日本

の社会に起こっているいろんな問題、いわゆる企業

倫理に関する偽装の問題とか、政治とカネの問題、

社会現象で自殺が多いのはなぜだろうかとか、そうい

った、いろんな問題をご存知でした。私は、日本はい

つの間にか反面教師になったのかな、という気もしま

した。やはり、そういうことに対して、われわれはきち

っと受け止めて、解決の方向を示していかなければ

いけない。一人の国民、市民として、覚悟がいります。

これは小泉改革以来、政治経済あるいは社会におけ

る制度面の改革ということが、よく言われていますが、

やはり、精神面での改革と言いますか、そういったこ

とも必要です。これはいみじくも、きょう、堀井先生か

らお話がありましたが、良き伝統を受け継いでいるア

ジアに対して、精神文化に富む関西こそ、精神面で

の規範と言いますか、理念と言いますか、そういうも

のを発信していくべきではないかと、思っています。 

次に、中小企業との関連です。中小企業には空洞化

の問題があるんですが、やはり、進出先の現地では、

現地の方々にいろいろ任せてやってもらうことが必要

ですね。これは日本だけでなしに、欧米諸国でも、現

地の方と一緒にやっおり、やはり、同じような問題が

あるわけですが、よく現地の人が、コンプレインする

のは、日本人の会社では、責任だけ求められて、権

限が与えられない、―怒られるけれど、怒られるだけ

の権限をもらっていない、というようなことを言います。

じゃあ欧米の会社は、どうなんでしょう。権限と責任を

きっちり移譲しているのか、ある程度「イエス」なんで

すね。しかし、押える所は、ちゃんと押えている―報

告をきちんとさせる、それから社長は出さなくても、ト

レジャラーを出して、いわゆる小切手のサインとか要

するにおカネだけは押えているというところがあると思

います。私もＰＲＥＸの研修事業に関わっていまして

感ずることは、中小企業が海外に行く場合人材が乏

しいので、現地の方にもっと働いてもらわないといけ

ない訳で、そういう現地の方がＰＲＥＸの研修を受けら

れて成果をあげ、現地で日本の中小企業と一緒にや

る―これが１つの方向ではないか、ということです。 

最後に、そういう途上国と付き合う上での理念といい

ますか、格好が良過ぎるかも知れませんが、キャッ

チ・フレーズ或いはキーフレーズと言いますか、私は

先輩から、「信義と友愛をもって」ということを、よく言

われてきました。私はインドネシアで、「信義と友愛を

もってインドネシアの人々と社会のために」ということ

を言われてやってきたわけですが、現地の方に企業

を任せるという部分で、おカネ（給与）とか、昇進とか、

仕事を覚えるとか、そういうインセンティブだけではな

くて、やはり、信頼する、それから友愛というか、相手

の文化を理解する、こういったことが肝腎です。えて

して、私自身も含めてそうなんですが、海外へ行きま

すと、日本村を直ぐ作ってしまう、いわゆるヨコメシは

嫌いで、タテメシばかり、ゴルフもカラオケも日本人だ

けで行く―これは、もちろん一般論で、きちっとそうい

うことを弁えて、やっておられる方もたくさん居られま

すが、やはり、しっかりした理念に基づいてやってい

くということが、これから重要ではないかと考えていま

す。 

 

井 上  

先ほども言いましたが、日本と欧米の企業の比較

というもの、大雑把な話は、もういらないのではないか

と。要するに優れた企業というのは、アメリカの企業も、

ヨーロッパの企業も、日本の企業も、優れた企業とし

ての共通点は非常に多いわけでして、要するに優れ

た企業から何を学ぶかということで、日本の企業は、

権限を任さない、どうのこうのという話より、優れた企

業は、どうしているのかということでありまして、それを

見ると共通しているんですよ。その底にあるのは、経

営者の経営理念というものであり、経営理念というも

のが、はっきりして、それが徹底しているかどうかとい

うのも、優れた企業の条件になりますし、そういう欧米

と日本と比較して、どうのこうのという、そんな勉強の

仕方では、到底、これからやっていけないと思います。

それから留学生についていえば、最近の留学生につ
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いて、よく知らないところがあるんですが、日本への

留学生というのは、ものすごく反日感情を持って帰り

ましたよね。最近、どうなんですか。多少、よくなって

いるのでしょうか。 

戦前の日本の留学生というのは、どなたに会って

もものすごい親日ですよね。最近は、そこまでいって

いませんよね。だから、その辺のところを、どう考える

のかということも、数だけ３５万人になっても仕方がな

いんじゃないかという気もしております。 

 

コーディネーター  

堀井さん、どうぞ。 

 

堀 井 

 ２つありますが、１つは大学力に期待したい。という

のは関西は、首都圏に次ぐ大学力のある地域です。   

最近、元気のある大学が次々改革をやっておられる

のが目立ちます。少子化で学生が少なくなる、若年

年齢が少なくなっていくという危機感が、追い風にな

って、大学改革がどんどん加速している。大阪大学も

かなり意欲的に全国の最先端たる改革をやっておら

れる。グローバル・コラボレーション・センターもできた。

コミュニケーション・センターもできた。現代２１世紀懐

徳堂もつくる。立命館は、もうほんとうに日本の私学

改革のモデルですね。みんな、立命館を見習えで、

小学校でも立命館小学校へ大阪から引っ越してでも

子供に行かせたいと、友人も言っています。関西大

学もすごいですね。眠れる獅子が目を覚ました。み

んな危機感を前に、大学改革が始まっている。私は、

これに期待したいなと思います。そこで、いままでは

大学間に壁があったけれど、いまスルットパスとか、ピ

タパとか、あるように共通カリキュラムを増やすべきじ

ゃないかと思います。優れた大学には、たくさんの受

講生が集まる。競争と淘汰が起こってしかるべきだと

思います。カリキュラム共通化をアジアの大学にまで

広げて、北京大学の何々科を取れば大阪大学の単

位に加えられるというようなアジア・ピタパをつくれば、

これはもっとおもしろい。つまり巨大なおカネを投じて

やらなくても、そういう制度や意識の壁を乗り越えるこ

とによって、いくらでも、おもしろいことができる。大学

特区のようなものがソフトとしてできる気がします。そ

れに、できれば、企業も加わって、寄付講座とか、ベ

ンチャー企業の優れた製品を研究したり、あるいは

後継者も養成していくとか、産官学のソフト特区みた

いなものができれば、そしてＰＲＥＸが、そういうことの

触媒みたいな役割を、果たしていただけたら、ありが

たいと思います。 

いずれにしろ、私は大阪、関西の持つ知的ネットワ

ークがブレーク・スルーすれば、ものすごい可能性が

生まれるということに期待したい。 

いまひとつ日本人は自信をもっと持たなければな

らない。日本文明とか、ジャパニーズ・ウエー・オブ・

ライフと申し上げましたが、日本人の生活文化は、や

はり、世界トップですね。これだけ奥ゆかしい繊細な、

文化、生活文化を持っている民族は、そうない。もっ

とみんな荒っぽいですね。衣食住すべてにおいて、

非常に繊細な感覚を持っているのが日本人です。な

おかつどの家にもパソコンがあり、みんな携帯電話を

持ち、病気になれば、だれでも、治療をしてもらえ、

食べ物には不自由して飢え死にする人はいない。こ

んな天国みたいな国はないのですよ。曽野綾子さん

が、これ以上、どこまでを恵まれれば気が済むのかと

怒っていましたが、ほんとうに私もそう思います。戦争

もない日本は、世界の憧れです。もっと自信を持って

日本の文明を広めて世界に貢献するという気概を持

ちましょう。 

 

コーディネーター  

ある国では救急車をなかなか呼ばない。おカネを

払わないと病院へ運んでくれないから。それに比べ

ると日本はいいというわけですか。でも、結構、破綻も

していまして、あっちこっちで拒否をされるとか、そう

いう問題も出ているので（笑）。それに、ただで、みん

な呼べるというのは、ほんとうにバラ色の絵なのかどう

かは問題かなと思いますが。 

いろいろお話が出て、きょうは非常に勉強になった

んですが、いま、中央アジア中心に財務省、それから

中央銀行系の若手の官僚を集める研修プログラムと

いうものの評価を一つしておりまして――それは、昔、

僕が教えていたことがあるんですが――、そのプログ
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ラムの発想が、（さっき井上さんが、日本的経営なん

てもう忘れたらどうかという話をされましたが）基本的

に、戦後、日本の成功経験を移行経済の人たちに教

えるというものなんです。日本的経営をいまさら論じる

のがとおっしゃるのは、日本的経営と言うものが存在

しないという話ではないかもしれないと思いますし、そ

れから、それの重要性を否定したことではないと思う

んですが、基本的に、それがうまくいっていた状況と

は違う状況が、いまある。つまり、日本の高度成長の

ときの状況とは違う国際環境に、いまの移行経済は

おかれている。だから、それをストレートに伝えること

はできないので、むしろストレートに伝えることができ

るのは、いまの国際経済環境のなかで、日本が、バ

ブル崩壊でどんな失敗をしたか、そういう反面教師的

な役割というものも、これは必ずしもネガティブな意味

ではなしに、役に立つことだと思うんです。 

それから、もう１つ、最後に申し上げたいことは、私

はやはり、人は利で動くと思っています。いま起こっ

ていること、例えば肥塚さんがおっしゃった若者の３

０％が首都圏にいるということ。それからこの間、地域

間の人口流動のデータが出ていまして、関西圏では

滋賀県だけが増えていて、あとは首都圏だけがネット

で増えているという話がありました。これも、やはり、そ

こに行けば、ビジネス・チャンスがあり、学校があり、

そういうチャンスがあるので、人は動くんですね。これ

を集積――アグロメレーション――と言います。これ

は避けがたいメカニズムだと思います。 

 

私の司会の役割はこれで終わりとさせていただきま

す。ありがとうございました。 

 

 

 

 


